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ここに単純な
マルチクラス文書分類器があります



  

分類器

Bag-of-Words

bowdoc = {w→count(w,doc) / Σw∈doccount(w,doc) | w ∈ doc}
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これを使って、情報システムのバラバラ感を
なんとかしたい‥



  

生活の様々なシーンに入ってきた
情報デバイス



  

会社



  

通勤中



  

自宅



  

● どの情報デバイスもネットに繋がってるけど…



  

 Title:(gift55.eps)
 Creator:Adobe Illustrator(R) 8.0
 CreationDate:9/18/2009 3:09 PM
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● イマイチ、情報の連携はバラバラなまま



  

● クラウドサービスで情報を共有できるけど…
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 Creator:Adobe Illustrator(R) 8.0
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 Title:(gift55.eps)
 Creator:Adobe Illustrator(R) 8.0
 CreationDate:9/18/2009 3:09 PM

BlogBlog

BlogBlog

● でも、各クラウドサービスに閉じていることが
多い



  

 Title:(gift55.eps)
 Creator:Adobe Illustrator(R) 8.0
 CreationDate:9/18/2009 3:09 PM

BlogBlog

BlogBlog

● evernoteはクラウドサービスを越えて
共有できるけど…



  

● クリップ操作をした時だけ共有できる



  

● 最初読んだ時は読み飛ばしてクリップせずにい
て、後になって
「あ、そういえば、前読んだような…」
と思っても…



  

● 後の祭り



  

● Google Readerで色々なデバイスからブログを
読めるけど…



  

● 会社からは「見えたくない」ブログも表示され
ちゃう



  

●  仕事中とか、通勤中とか、リビングとか、書
斎とか、



  

● そういった社会的コンテキストに応じて情報を
配送しないと困る



  

欲しいのは
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欲しいのは
● 色々な社会的コンテキストの中で
● 色々なトピックの情報を読んだものを
● 未来のコンテキストで使える場合に備えて
● 「全てのコンテンツを」自動的に保存して
● 色々な社会的コンテキストに合わせて
● 色々な情報デバイスで再提示する

そんな情報流通を実現したい



  

多様な社会的コンテキストの中での
情報の再提示



  

前提1
● 各情報は1つ以上のトピックを含んでいる

– 例：情報推薦、統計モデル、機械学習、…



  

前提1
● 各情報は1つ以上のトピックを含んでいる

– 例：情報推薦、統計モデル、機械学習、…

● ただし、最初に読んだ時に正確にタグ付けできると
は限らない
– 後になって出てくる関連性



  

 前提2
● 各情報デバイスはある程度決まった社会的コンテキ

ストの中で使われる
– 例：スマートフォンを電車の中で、デスクトップPCを会

社で、ネットブックとタブレットを家庭



  

 前提2
● 各情報デバイスはある程度決まった社会的コンテキ

ストの中で使われる
– 例：スマートフォンを電車の中で、デスクトップPCを会

社で、ネットブックとタブレットを家庭

● ただし、情報デバイスと社会的コンテキストは1対1
対応ではない
– 1つの情報デバイスを複数の社会的コンテキストで利用
– 1つの社会的コンテキストで複数の情報デバイスを利用



  

前提3
● 社会的コンテキストとトピックの適合性により、情

報デバイスごとのトピックの偏りが出る



  

前提3
● 社会的コンテキストとトピックの適合性により、情

報デバイスごとのトピックの偏りが出る

● ただし、偏りはあるが、結構オーバーラップしてい
る



  

したがって
● 各情報デバイスで読み書きしている情報の偏りには

社会的コンテキストがある程度反映されている



  

そこで
● 情報デバイスをクラスとするマルチクラスな文書自

動分類器を使って、全ての文書を社会的コンテキス
トが適合する全ての情報デバイスへ自動転送する



  

これまで試作した
情報再提示のプロトタイプ



  

cSorter



  

WWW

cSorter の仕組み

閲覧履歴

サッカー

旅行

園芸

Proxyサーバ

ブックマーク管理

今までブラウズした
ウェブページを全て

自動的に保存

ブックマークフォルダ
の内容にあわせて
ウェブページを

レコメンド

ユーザのブラウジング
を常に情報収集

＊ cSorterは平成15年度
IPA未踏事業の1つとして
開発されました。



  

cSorterは
● トピックをクラスとする

マルチクラスな文書自動分類器を使って、
過去に閲覧した全てのウェブページから
トピック的コンテキストが適合する
全てのブックマークフォルダへ
推薦する



  

Phantasmic Shadows



  

Phantasmic Shadows の仕組み

UIリスナー
ウィンドウ履歴

開いているウィンドウ
から常に情報収集

TFIDF類似度による
フィルタ

今まで開いた
ウィンドウを全て

自動的に保存



  

Phantasmic Shadowsは
● 文書自動分類器を使って、
過去に開いた全てのソースコード、ウェブページ、
テキスト文書から
タスク的コンテキストが適合するものを
ユーザのタスクを邪魔しないように
周辺領域や穏やかな視覚効果によって
推薦する



  

 これまで試作したプロトタイプの課題

● 複数の情報デバイスにまたがった情報再提示

● 情報デバイスと社会的コンテキスト、トピックの相
関
を利用しての社会的コンテキストによる情報推薦



  

Pcard



  

デバイス1

Pcardクライアント

デバイス2

Pcardクライアント

デバイスn

Pcardクライアント

Pcardサーバ コミュニケーションサーバ

フィルタ1 フィルタ2 フィルタn

Pcardの構成
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Pcardの動作
(HTTPの 捕捉)
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Pcardの動作
(マルチクラス分類)
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分類器

Bag-of-Words

bowdoc = {w→count(w,doc) / Σw∈doccount(w,doc) | w ∈ doc}
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マルチクラス分類器
classify(Doc) = {dev |  bow

dev
・ bow

Doc
 ≧ Sim

dev
 }

where
Sim

dev
 = P100(1-ratedev)({bow

doc
・bow

dev
 | doc ∈ dev})



  

Pcardの動作
(フィルタ更新)
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分類器
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Pcardの動作
(他デバイスからの情報の配送)
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● 利用者がすること
● 各文書

– タグ付け
– 「共有」メニューを開く

● 各情報デバイス
– フィルタルールの記述
– キーワード登録
– 透過率の設定 

● 全体の情報流量のうちデバイスに再配送する文書の割合
– 最大容量の設定



  

実装済
● BoWマルチクラス分類器

– 設定された透過率から類似度の閾値を推定
– 各Bag-of-Words類似度分類器にMapする

● 送信キュー
● サーバ/クライアント間プロトコル

– シリアライザ/デシリアライザ
これから
● HTTPプロキシ

– cSorterの実装を流用
● クライアント側ストレージ設計
● 以上を貼り合わせ



  

まとめ
● 社会的コンテキストを考慮した情報再提示

– 多中心
● 様々なデバイス(CPUパワー、ストレージ容量)に対応
● 様々な接続状態(帯域、可用性、安定性)に対応

– 非同期
● 内部的に多中心な構成をしたサーバがデバイス間配送を中継
● HTTPサーバで文書を捕捉し、

ネットワーク帯域に余裕がある時にサーバと同期する
– マルチクラス分類器

● 情報デバイスと社会的コンテキストの相関に依拠 
● 最小限の操作、最小限の設定でそれなりの分類
● 色々なサイズの文書を色々な文書サイズのクラスにそれなりに分

類



  

Pcard 
(Poly-Centric Asynchronous Re-distribution of Data)

● Poly-Centric
– 各情報デバイスが中心

● Asynchronous  Re-distribution of Data
– デバイスAの情報をデバイスBに配送する時、両方が同時

にオンラインである必要がない



  

今後の課題
● 実装、評価
● 各情報デバイス内でのコンテキストへの分類

– 社会的コンテキスト、トピック的コンテキスト、…
● 再提示の方法

– 様々な物理的/機能的制約のあるデバイスでの、
タスクの妨げにならない情報再提示

– 正しい時に、正しい方法で、正しい情報を再提示
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